
 

 

 

２０２２年 １月 ２７日発行 会報 第１０８７号 

今週のプログラム 

（2022 年 1 月 27 日 第 1087 回例会） 

【ＺＯＯＭ例会】 

    卓話：職業奉仕について 

 

    担当：地区職業奉仕委員 

戸田 佳孝様 

 

次週のプログラム 

（2022 年 2 月 3 日 第 1088 回例会） 

【ＺＯＯＭ例会】 

卓話：コロナ禍を考える 

 

担当：黒川 彰夫 会員 

第１０８６回例会 （２０２２年 １月２０日）の記録 

 

＜会長の時間＞  水島 洋会長(代読 山本 友亮幹事) 

皆さん、こんばんは。 

今日は久しぶりの ZOOM 例会になってしまいました。 

私は先週と今週の例会を欠席させていただいております。 

実は、先週 1/11 火曜、1/12 水曜両日の夜間、非常に寝苦しく体がだるく感じました。 

熱は 36 度の平熱でしたが、念のため近所のクリニックで 1/13 木曜に PCR 検査を受けたところ、 

結果は陽性でした。翌日に保健所と打ち合わせをし、糖尿病の持病があるからということで翌日 1/15 

土曜から市立伊丹病院に入院しました。入院後も発熱することはなく咳の症状もなく、夜間もよく眠れ

ております。診療計画書では今週末頃の退院予定になってますが、焦らずに行きたいと思っております。 

このような理由で、会員皆様には何かとご迷惑をお掛けしておりますが、何卒、よろしくお願いします。 

本日は 3 回目の三分間卓話ですね。皆様のお話、たいへん楽しみにしております。 

 

           



  

＜本日のビジター＞ 2021 学年度 米山奨学生 アクサ メイリアナ インタニさん 

 

＜出席報告＞      

会員数（内出席免除会員 1 名）    １７名 

本日の出席者数            ８名 

（内出席免除会員０名） 

（名誉会員   ０名） 

本日の出席率            ５０% 

   

＜ロータリーソング＞      全会員 

 

   

            

             

             

          

        

＜幹事報告＞             な し           山本 友亮 幹事 

 

  ・・・―・・・―・・・3 分間卓話 ③（自由テーマ）・・・―・・・―・・・ 

高田会員 

先日、当社の従業員が逆突事故に遭いました。バックしてくる車にクラクションを鳴らして

いたらしいですが、それでも尚バックしてきたそうです。降りてきた人の耳には補聴器が 

ついており、ハズレくじを引いたような感覚でしたとの従業員の声です。 

悪びれた様子もなく、更には自動車保険未加入とのこと。実は自動車任意保険は約２０%以上

もの人が未加入という背景があります。当時は弁護士特約というサービスを請求するつもり

だったので、保険会社にはそのまま報告しました。 

寝る前によく仕事のことを思い出すことがあります。 

車両保険無過失事故特約という商品に加入させていることを思い出し、翌日にその旨を保険 

会社に報告しました。この商品は相手が１００％の責任割合で、無保険だった時に自分の車

両保険を使っても等級に無影響であるというものです。普段あまり請求する事のない特約な

ので、事故当時はふと頭から抜けていました。保険会社も弁護士を間に入れて代理店である

当社が加害者に請求するものだと思ったので・・・という説明です。 

これには少し呆れましたが、私もプロとして判断を誤ったのは残念ではありました。 

被害事故に遭った時、加害事故を起こした時、保険会社の言うままにならないで 

欲しいです。 

特に外資系の通販型自動車保険は代理店がない窓口サービスなのでこういうことになりがち

ですし、正しいアドバイスをしてくれる代理店が居ません。専門知識を有していても時間も

手間もかかります。事故にかかわってしまったら保険会社とは直接話さず、信頼関係のある

保険代理店に事故対応をしてもらうことをお勧めいたします。 

 

 

 



 
 

 

 西本 明文会員・詩子会員 

お正月も大きな変化はありませんでした。 

先ほど、スキーの唄が懐かしかったので思い出しましたが、私は鳥取大学出身でして 

日本海側にある米子市の大山で学生時代は毎週末、土日はスキーをしていた思い出があります。 

 

 

 

松田会員 

昨年末、尋問技術で貴重な経験をしました。 

尋問の前には私と何度も練習するのですが、練習で証人に、「この図面を作ったのはあなたです

ね」、と質問すると「いいえ」と答える。確か昨日は私ですといっていたのに・・・。 

もう一度「誰ですか」と聞くと「〇〇です」。「〇〇とあなたの関係は？」「私の従業員です。」 

「その場合貴方が図面を作ったということではないですか」。「そうです。」 

まるで大阪城を作ったのは秀吉か、大工かという質問で時間を取られ、全然前に進まなかった

のです。相当時間を要して何とか練習は終わり、当日を迎えました。 

その方は何とか尋問をクリアーされました。 

今度は相手の弁護士からの反対尋問、どうなることやらと思っていたのですが、なんと大成功

でした。というのも、相手弁護士の質問に先ほどの調子で頓珍漢な回答を延々と続けたため、 

結局、相手の尋問は支離滅裂に終わったからです。なるほど、反対尋問をクリアーするのに、 

このような方法があったのか。私にとって新発見でした。 

 

水本会員 

二人目の出産と病気で約 2 年間、共に暮らしていた次女家族が先週 15 日土曜日に名古屋へ 

帰ってしまい、現在年寄り 3 人となりとても寂しくなりました。 

上の子の病気も一進一退の状態で、セカンドオピニオンとして、赤十字第二病院でも診てもら

えることと、父親をいつまでも一人にさせておくのも悪いと思い決めたようです。 

昨日診察してもらい、阪大病院とは少し違った方針に娘は診てもらって良かったと 

喜んでおります。しかし、家の中の寂しさを痛感している私は、やはり老いたのかな？ 

 

                 



 

黒川会員 

先ほどの会議でコロナのオミクロン株感染者が東京 約 8600 人 大阪 約 5900 人と報告が 

挙がっておりました。会長の症状が軽症であると聞き少しホッとしていますが、 

北野病院の感染症専門の先生のお話では、回復後も倦怠感の後遺症が増えているそうです。 

1 ヶ月経っても、2 ヶ月経っても仕事に復帰することができない人達が増えています。 

保健所は感染者が増え対応しきれないので、これからは濃厚接触者を追わなくなります。 

コロナは普通の風邪とは違いますので、まだまだ感染者が増えます。 

やはり、ワクチン接種が要になりますので、皆さん接種してください。 

私の病院スタッフ 19 名の内、ワクチン接種後に副反応（高熱発症）が出たのは 1 名でしたが 

翌日には熱は下がりました。 

                           

相原会員 

昨年 10 月末に「黒部峡谷鉄道」通称「黒部峡谷トロッコ列車」に乗車してきました。 

新大阪駅より金沢駅まで「サンダーバード」 金沢駅から宇奈月温泉まで北陸新幹線「はくたか」 

新黒部駅から宇奈月温泉駅まで富山地方鉄道で行き、黒部川沿いに上流の黒部川ダム建設資材 

運搬用に敷かれたトロッコ軌道である黒部峡谷鉄道で宇奈月温泉駅より欅平までの２０Km を 

1 時間 15 分で運行されています。 

この鉄道は関西電力１００％出資された鉄道線で現在、一般乗客が利用できるのは欅平駅まで 

です。2 年後にはダム運用資材やダム職員用に運用されている１８Km 上流の黒部ダムまで 

一般客へ解放される予定です。 

なお、積雪のため１２月１日から来春４月２０日までは運休となります。 

 

 

               
 


